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援
貸
付
事
業
）、
生
活
福
祉
資

金
（
生
活
費
・
教
育
費
な
ど
の

貸
し
付
け
）
の
相
談
な
ど

▽
権
利
擁
護
に
関
す
る
こ
と

（
成
年
後
見
制
度
、
地
域
福
祉

権
利
擁
護
事
業
、
相
続
・
遺
言

の
相
談
な
ど
）

▽
障
が
い
の
あ
る
方
の
生
活
に

関
す
る
相
談
、
福
祉
の
制
度
や

サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
相
談
な
ど

※
貸
し
付
け
の
利
用
な
ど
に

は
、
一
定
の
条
件
が
あ
り
ま

す
。

※
な
る
べ
く
、
事
前
に
電
話

で
、
問
合
せ
先
へ
予
約
を
し
て

く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

小
平
市
社
会
福
祉
協

議
会
（
福
祉
会
館
４
階
）
緯　
０４２

（
３
４
４
）
１
２
１
７

 　

先
の
大
戦
に
お
い
て
、
外
地

等
に
派
遣
さ
れ
、
戦
時
衛
生
勤

務
に
従
事
さ
れ
た
旧
日
本
赤
十

内
閣
総
理
大
臣
名
の

書
状
を
贈
呈

字
社
救
護
看
護
婦
お
よ
び
旧
陸

海
軍
従
軍
看
護
婦
の
方
（
慰
労

給
付
金
受
給
者
を
除
く
）
に
対

し
て
、
そ
の
ご
労
苦
に
報
い
る

た
め
内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状

を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

請
求
期
限　

平
成　

年
３
月　

２３

３１

日
（
木
）

※
請
求
書
類
な
ど
、
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

総
務
省
大
臣
官
房
管

理
室
業
務
担
当
緯　

（
５
２
５

０３

３
）
５
１
８
２

 
怯
第　

回　

保
育
園
で
遊
ぼ
う

１２

会と　

き　

７
月　

日
（
日
）　

２５

午
前　

時
～
午
後
１
時

１０

と
こ
ろ　

小
川
保
育
園
、
仲
町

公立保育園
地域ふれあい事業

みんな集まれ
いっしょに
遊ぼう

保
育
園（
雨
天
の
場
合
は
室
内
）

対　

象　

就
学
前
の
児
童
を
家

庭
で
子
育
て
中
の
親
子

内　

容　

水
遊
び
、
リ
ズ
ム
体

操
、
室
内
遊
び
ほ
か

※
育
児
相
談
も
あ
り
ま
す
。

申
込
み　

午
前
９
時　

分
か
ら

３０

午
後
４
時
ま
で
（
土
曜
・
日
曜

日
を
除
く
）
に
、
電
話
で
各
保

育
園
へ

問
合
せ　

小
川
保
育
園
緯　
０４２

（
３
４
３
）
３
６
２
１
、
仲
町

保
育
園
緯　

（
３
４
３
）
８
２

０４２

６
２

 　

そ
れ
ぞ
れ
傍
聴
で
き
ま
す
。

怯
第
１
回　

廃
棄
物
減
量
等
推

進
審
議
会

と　

き　

７
月
９
日
（
金
）　

午
後
２
時
か
ら

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
２
階
講

座
室
２

定　

員　
　

人
１０

審
議
会
な
ど

審
議
会
な
ど
のの

日日

程程

申
込
み　

当
日
、
会
場
へ
（
申

込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

問
合
せ　

ご
み
減
量
対
策
課
緯

　

（
３
４
６
）
９
５
３
５

０４２怯
第
３
回　

公
民
館
運
営
審
議

会と　

き　

７
月　

日
（
火
）　

１３

午
後
１
時　

分
か
ら

３０

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
会
議
室

定　

員　

５
人

申
込
み　

当
日
、
午
後
１
時　
２０

分
か
ら
、
会
場
で
受
付
（
申
込

み
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

問
合
せ　

中
央
公
民
館
緯　
０４２

（
３
４
１
）
０
８
６
１

怯
第
９
回　

行
財
政
再
構
築
推

進
委
員
会

と　

き　

７
月　

日
（
火
）　

２０

午
前
９
時
～
正
午

と
こ
ろ　

市
役
所
６
階
大
会
議

室定　

員　
　

人
１０

議　

題　

（
仮
称
）
第
２
次
行

財
政
再
構
築
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

（
方
針
２
「
情
報
の
共
有
と
双

方
向
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
」、
方
針
３
「
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ

イ
ク
ル
の
構
築
」）

申
込
み　

当
日
、
会
場
へ
（
申

込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

問
合
せ　

行
政
経
営
課
緯　
０４２

（
３
４
６
）
９
７
５
６

怯
第
２
回　

図
書
館
協
議
会

と　

き　

７
月　

日
（
木
）　

２２

午
後
２
時
か
ら

と
こ
ろ　

中
央
図
書
館
２
階
会

議
室

定　

員　
　

人
１０

申
込
み　

当
日
、
会
場
へ
（
申

込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

問
合
せ　

中
央
図
書
館
緯　
０４２

（
３
４
５
）
１
２
４
６

怯
７
月　

教
育
委
員
会
定
例
会

と　

き　

７
月　

日
（
金
）　

２３

午
後
２
時
か
ら

と
こ
ろ　

市
役
所
６
階
大
会
議

室定　

員　
　

人
４０

申
込
み　

当
日
、
問
合
せ
先
へ

（
先
着
順
）

問
合
せ　

教
育
庶
務
課
緯　
０４２

（
３
４
６
）
９
５
６
８

委
員
）、
市
川
嘉
彦
・
笠
原
ノ

リ
子
・
田
中
信
明
・
塚
本
英
昭

（
前
青
少
年
委
員
）、
窪
田
尚

巳
・
佐
藤
恵
子
・
椎
名
久
美
子
・

高
橋
弘
子
・
竹
内
良
子
・
細
木

祐
子
・
村
田
清
・
吉
田
昭
（
前

体
育
指
導
委
員
）、
西
澤
憲
勝
・

來
生
哲
・
近
藤
甲
斐
夫
・
渡
邊

亨
（
前
学
校
医
）

〈
表
彰
状
〉

▽
小
平
市
教
育
研
究
（
教
材
開

発
、
所
属
は　

年
度
在
籍
校
）

２１

小
学
校　

道
徳
グ
ル
ー
プ
…
鈴

木
仁
美
（
九
小
）、
穴
澤
智
惠

子
（
十
小
）、
遠
藤
武
司
（
七

小
）、
前
川
恵
里
・
吉
田
裕
美

（
三
小
）、
西
平
奈
々
子
・
松

尾
優
子
（
五
小
）、
神
子
知
浩
・

中
田
真
理
・
原
僚
平
（
七
小
）、

大
竹
玲
子
・
杉
原
庸
二
・
海
老

原
雄
一
郎
（
八
小
）、
石
川
葉

子
（
九
小
）、
笠
原
千
歩
・
長

岡
由
佳
（
十
小
）、
伊
藤
康
朗

（
十
一
小
）、
出
口
美
貴
（
十
二

小
）、
福
島
淳
二
（
十
三
小
）、

小
埜
和
代
（
十
四
小
）、
井
上

和
美
・
森
田
祐
一
（
十
五
小
）、

三
宮
尚
子
（
鈴
木
小
）

小
学
校　

特
別
活
動
グ
ル
ー
プ

…
吉
冨
泉
（
七
小
）、
遠
藤
武

司
（
七
小
）、
佐
藤
千
晴
（
十

二
小
）、
佐
藤
理
津
子
（
十
五

小
）、
若
林
ま
ゆ
み
・
渡
辺
明

美
（
上
宿
小
）、
小
俣
し
づ
子

（
二
小
）、
小
曲
慶
子
・
篠
遠

信
行
（
五
小
）、
松
岡
果
奈
子
・

女
屋
悟
（
七
小
）、
保
坂
早
苗

（
九
小
）、
百
々
裕
紀
子
（
十

二
小
）

中
学
校　

国
語
グ
ル
ー
プ
…
梅

原
哲
（
五
中
）、
菊
地
廣
（
二

中
）、
川
島
貴
行
（
一
中
）、
松

井
さ
や
か
（
三
中
）、
増
田
理

恵
（
四
中
）、
古
川
浩
（
五
中
）

中
学
校　

保
健
体
育
グ
ル
ー
プ

…
加
藤
忠
（
三
中
）、
石
黒
詳

子
（
一
中
）、
橋
本
正
信
（
二

中
）、
長
岡
直
行
・
北
野
一
也
・

牛
田
宏
一
（
三
中
）、
角
屋
仁
志

（
四
中
）、
小
林
潤
（
五
中
）、

神
村
義
裕
（
六
中
）、
粕
本
小

百
合
（
上
水
中
）、
石
塚
武
志

（
花
小
金
井
南
中
）

▽
小
平
市
特
色
あ
る
教
育
活
動

推
進
校

　

小
平
第
四
小
学
校
、
小
平
第

十
三
小
学
校
、
花
小
金
井
南
中

学
校

▽
小
平
市
立
学
校
研
究
推
進
・

協
力
校

　

小
平
第
十
小
学
校
、
花
小
金

井
小
学
校
、
鈴
木
小
学
校
、
小

平
第
一
中
学
校

▽
第
十
回
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
活

用
教
育
実
践
コ
ン
ク
ー
ル
受
賞

　

小
平
第
五
小
学
校

▽
学
校
安
全
貢
献
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
　

國
友
康
邦
、
藤
沼
和
子
、
庄

司
日
出
子
、
金
井
正
安
、
網
倉

國
治
、
福
原
信
二
、
宮
廻
昭
五
、

桝
井
功
、
神
山
遵
、
菊
地
恵
美

子
、
一
小
安
全
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
、
学
園
東
楽
友
会
、
秀
峰
会
、

三
小
地
域
安
全
対
策
連
絡
会
、

上
水
本
町
旭
ヶ
丘
自
治
会
、
ふ

れ
あ
い
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
、
八

小
地
区
子
ど
も
み
ま
も
り
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
、
ふ
れ
あ
い
パ
ト
ロ

ー
ル
（
十
二
小
）、
ふ
れ
あ
い
パ

ト
ロ
ー
ル
（
十
三
小
）、
花
小
安

全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
学
園
東
町

自
治
会
、
銀
鈴
会

　

６
月　

日
（
金
）
に
、
市
の

２５

教
育
に
功
労
の
あ
っ
た
教
職
員

な
ど
の
表
彰
式
が
市
役
所
で
行

わ
れ
、
次
の
方
に
感
謝
状
、
表

彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
（
敬

称
略
）。

〈
感
謝
状
〉

▽
退
職
者

　

長
津
芳
（
前
六
小
校
長
）、

永
野
成
一
（
上
水
中
校
長
）、

菊
地
廣
（
前
二
中
副
校
長
）、

瀬
川
博
昭
（
前
四
中
副
校
長
）、

鈴
木
暁
男
（
前
六
中
副
校
長
）、

梅
原
哲
・
古
川
正
之
・
牛
島
真

弓
・
河
野
美
智
子
・
小
林
俊
徳
・

本
田
照
子
・
水
元
良
子
・
瀧
野

早
苗
（
前
社
会
教
育
委
員
）、

藤
原
裕
・
永
野
成
一
・
鈴
木
良

貞
・
栗
原
実
・
大
境
人
美
・
森

茂
・
茂
木
豊
子
・
大
脇
俊
彦
・

村
田
明
美
・
鎌
形
忠
典
・
後
調

正
則
（
前
公
民
館
運
営
審
議
会

ど
の
公
募
委
員
で
な
い
方

募
集
人
数　

３
人

任　

期　

２
年
間

報　

酬　

１
万
２
千
円（
日
額
）

申
込
み　

７
月　

日
（
金
）
ま

３０

で
に
、「
あ
な
た
の
考
え
る
身

近
な
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
」
を

テ
ー
マ
に
し
た
作
文
（
Ａ
４
判

用
紙
、
図
表
を
含
ま
ず
８
百
字

程
度
）
に
住
所
、
氏
名
、
市
内

居
住
歴
、
電
話
番
号
を
記
入
の

う
え
、
問
合
せ
先
へ
（
送
付
、

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、
電
子
メ
ー
ル

可
）

※
委
員
は
選
考
に
よ
り
決
定
し

ま
す
。
な
お
、
応
募
書
類
は
返

却
し
ま
せ
ん
。

問
合
せ　

ま
ち
づ
く
り
課
（
〒

　

們
８
７
０
１　

小
平
市
役

１８７所
）
緯　

（
３
４
６
）
９
５
５

０４２

４
、
俊　

（
３
４
６
）
９
５
１

０４２

３
、
死m

achi@
city.kodai

ra.lg.jp

 　

小
平
市
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
福
祉
の
相
談

窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
よ
り
身
近
な
地
域
で

相
談
い
た
だ
け
る
よ
う
、
出
前

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

日　

程　

▽
７
月　

日
（
木
）

１５

…
西
部
市
民
セ
ン
タ
ー

▽
７
月　

日
（
木
）
…
東
部
市

２２

民
セ
ン
タ
ー

※
い
ず
れ
も
午
後
１
時　

分
～

３０

４
時
。

内　

容　

▽
生
活
安
定
応
援
事

業
（
職
業
訓
練
、
中
学
３
年

生
・
高
校
３
年
生
の
お
子
さ
ん

の
塾
代
・
受
験
料
の
貸
し
付

け
）
の
相
談
な
ど

▽
総
合
支
援
資
金
（
再
就
職
支

福
祉
の
出
前
相
談
会

小
平
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

市
で
は
、
平
成　

年
度
に
市

２４

制
施
行　

周
年
を
迎
え
る
に
あ

５０

た
り
、
市
の
「
基
本
的
捉
え
方

と
記
念
事
業
の
編
成
方
針
案
」

を
ま
と
め
ま
し
た
。

　

方
針
案
へ
の
ご
意
見
を
、
７

月　

日
（
土
）
ま
で
（
必
着
）

２４
に
小
平
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

お
寄
せ
く
だ
さ
い
（
送
付
、
フ

ァ
ク
シ
ミ
リ
、
電
子
メ
ー
ル

可
）。

※
方
針
案
は
、
市
政
資
料
コ
ー

ナ
ー
（
市
役
所
１
階
）、
政
策

課
（
市
役
所
３
階
）、
東
部
・

西
部
出
張
所
で
閲
覧
で
き
ま

す
。
ま
た
、
小
平
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

問
合
せ　

政
策
課
（
〒　

們
８

１８７

７
０
１　

小
平
市
役
所
）
緯　
０４２

（
３
４
６
）
９
５
０
３
、
俊　
０４２

（
３
４
６
）９
５
１
３
、
死seis

aku@
city.kodaira.lg.jp

 
内　

容　

審
議
会
へ
の
出
席
お

よ
び
身
近
な
地
区
の
ま
ち
づ
く

り
に
関
す
る
事
項
の
審
議

応
募
資
格　

市
内
に
１
年
以
上

住
所
を
有
し
、
他
の
審
議
会
な

小

平

市

地
区
ま
ち
づ
く
り

審

議

会

の

市
民
委
員
を
募
集

▽
そ
の
ほ
か
、
市
で
定
め
る
基

準
に
該
当
す
る
こ
と

※
申
請
時
期
に
よ
り
軽
減
額
が

異
な
り
ま
す
の
で
、
該
当
す
る

方
は
、
早
め
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

問
合
せ　

介
護
福
祉
課
緯　
０４２

（
３
４
６
）
９
５
１
０

状
況
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
ま
す

（
表
１
）。
な
お
、
納
付
方
法

に
つ
い
て
は
、
表
２
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

怯
保
険
料
の
軽
減
措
置

　

低
所
得
者
で
特
に
生
計
が
困

難
な
方
に
、
保
険
料
の
軽
減
措

置
が
あ
り
ま
す
。

対　

象　

次
の
要
件
す
べ
て
に

該
当
す
る
方

▽
保
険
料
徴
収
の
所
得
段
階
が

第
１
段
階（
生
活
保
護
受
給
者
・

　

介
護
保
険
は
介
護
を
社
会
全

体
で
支
え
合
う
制
度
で
、
皆
さ

ん
の
介
護
保
険
料
に
よ
り
支
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　

歳
以
上
の
方
に
、
介
護
保

６５
険
料
額
決
定
通
知
書
と
納
入
通

知
書
を
７
月
９
日
（
金
）
に
発

送
し
ま
す
。

　

平
成　

年
度
か
ら
平
成　

年

２１

２３

度
ま
で
は
、
介
護
保
険
料
の
上

昇
を
抑
制
す
る
た
め
、
国
か
ら

「
介
護
従
事
者
処
遇
改
善
臨
時

特
例
交
付
金
」
が
交
付
さ
れ
た

こ
と
な
ど
に
よ
り
、
保
険
料
額

を
引
き
下
げ
ま
し
た
。

　

平
成　

年
度
の
保
険
料
は
、

２２

平
成　

年
中
の
所
得
や
課
税
の

２１

中
国
残
留
邦
人

等
の
支
援
給
付

受
給
者
を
除

く
）
ま
た
は
第

３
段
階

▽
前
年
の
収
入

合
計
額
が
１
人

世
帯
の
場
合
は

百　

万
円
（
世

５０
帯
構
成
員
が
１

人
増
え
る
ご
と

に　

万
円
を
加

５０
算
）
以
下

▽
預
貯
金
の
合

計
額
が
１
人
世

帯
の
場
合
は
３

百　

万
円
（
世

５０
帯
構
成
員
が
１

人
増
え
る
ご
と

に
百
万
円
を
加

算
）
以
下
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q
q
q
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q
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　表２　介護保険料の納め方

納付書で納める（普通徴収）年金から天引き
（特別徴収）

煙老齢（退職）年金・遺族年金・障害年金などの年金額
が１８万円未満（年額）の方（受給していない方を含む）
煙老齢福祉年金のみ受給の方
煙年度の途中で所得段階が変更になった方
煙年度途中で６５歳（第１号被保険者）になった方
煙現況届の未提出などで年金が支給停止となった方
　ほか

老齢（退職）年金・
遺族年金・障害年
金などの年金額が
年１８万円以上（年
額）の方

対　

象

年８回（７月～翌年２月）
※納入通知書で指定の金融機関から納めていただく
か、口座振替をご利用いただけます。
※口座振替未登録の方に、口座振替依頼書を納入通知
書といっしょに送付します。

年６回（年金支給
月の４月・６月・
８月・１０月・１２月・
翌年２月）
※受給されている
年金から天引き。

納　

期

　表１　平成２２年度　６５歳以上（第１号被保険者）の段階別保険料（年額）
年額保険料対　　　　象

１９，４００円
生活保護の受給者、中国残留邦人等の支援給付受給
者、または老齢福祉年金の受給者で、本人および世帯
全員が市民税非課税

第１段階

１９，４００円市民税非課税世帯で前年の合計所得金額と前年の公的
年金等の収入金額の合計が８０万円以下第２段階

３０，２００円市民税非課税世帯で第２段階に該当しない第３段階

３８，８００円
本人が市民税非課税で世帯内に市民税課税者がいる場
合で、前年の合計所得金額と前年の公的年金等の収入
金額の合計が８０万円以下

特　　例
第４段階

４３，２００円本人が市民税非課税で世帯内に市民税課税者がいる場
合で、特例第４段階に該当しない第４段階

４７，５００円本人が市民税課税で前年の合計所得金額が１２５万円未満第５段階

５４，０００円本人が市民税課税で前年の合計所得金額が１２５万円以
上２００万円未満第６段階

５９，１００円本人が市民税課税で前年の合計所得金額が２００万円以
上４００万円未満第７段階

６４，８００円本人が市民税課税で前年の合計所得金額が４００万円以
上７００万円未満第８段階

７５，６００円本人が市民税課税で前年の合計所得金額が７００万円以上第９段階

教
育

功
労
者
を

　
　

表　

彰

６５歳以上の方へ

介護保険料額
決定通知書・
納入通知書を
発送

市
制
施
行　

周
年

５０

記
念
事
業
な
ど
の

　

方
針
案
へ
ご
意
見
を


